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る。この枠組において，鏡映核20F ， 20Na の β-崩壊の研究を行なう。その目的とする所は，第 1 に弱
い相互作用における cvcの仮説及び第 2 種カレントの存否の検証である。第 2 にβー崩壊を通じてA
=20体系における原子核構造の知識を得ることである。このため， A=20体系の 12 +， T=l>状態よ
り 12 +， T= 0 >状態へのガモフテラー遷移における β線スベクトル， β-y角度相関及び、20Ne のアナ
ログ状態より 12 +， T=O> 状態へのMl ， E2 遷移強度の計算を行なう。 この場合我々の用いた原
子核波動関数は，殻模型の立場から sd 殻で張られた空間においてリアリスティックな原子核ハミル










構造は従来より詳細に調べられている。しかし，弱いベクトル流の保存 (CVC) の仮説ならびに第 2
種誘導テンソル流の存否については，まだ少数の議論が行われているにすぎない。





考察した。その結果， 20Fの GT遷移とそのアナログ状態20Ne の E1 遷移の行列比は，核模型によらず
ほぼ一定値を示し， CVC による予想値は現時点における実験値と矛盾しない。また 20Fのベータ線
スペクトルの'エネルギー依存性も CVC を支持することが示された。
更に20F ， 20Na において，ベータ・ガンマ角度相関関数の P2 (COS (})項の係数は，電子，陽電子の
場合の差が，ほぼ核構造に依存せぬことに着目し，欧米の実験値と比較した結果，第 2 種カレントの
存在を否定し得た。これに対し，上記係数の和は，アクシアル・ベクトル流の時間成分に主として依
存し，核構造に著しく依存し，且つ交換電流の寄与大なることが明らかにされているが，この定量的
な分析には，現在より更に精密な実験値が必要であることが示された。
以上のように，西村君の研究は弱い相互作用における核子流の構造を明らかにし，且つ核模型決定
のため有効な物理量として，アクシアル・ベクトルの時間成分の重要性を指適したものであり，理学
博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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